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　わたしたちの飲み
水をつくっている森を
見てみたいなぁ、と
思ったらここに行こ
う！ダムを見わたせる
道やブナやミズナラ
などの広葉樹がしげ
る自然のままの森、
多摩川のげん流が見
られる道もあります。

　小河内ダムから、
いろいろな自然体験が
できる東京都の自然
公園しせつ「山のふ
るさと村」までの12キ
ロメートルの道。
　水道水源林の中を、
奥多摩湖を見ながら
歩けます。12月から４
月第２週の木曜日まで
は入れません。

　ダムを一望できる
てん望室からは、広
大な谷の景色がみら
れます。ふり返れば、
山側にはなみなみと
水をたたえた貯水池
（奥多摩湖）が見え
ます。

　水が生まれる水道
水源林の秘密を楽し
く体験したり、マスコッ
トのくりんと一緒に長
い水の旅を体験。水
が集まる小河内ダム
の仕組みを知ること
もできます。

　不思議がいっぱい
つまった水の実験や、
本物の水道施設「有
明給水所」をたんけん
するアクア・ツアーも
体験できる科学館。
遊びながら水にくわし
くなれます。

　昔の人たちが使っ
ていた水道って ? 水
道管は何でできてい
たの？今の水道とど
う違うの ?
　水道の歴史をわか
りやすく知ることが
できます。
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ちょく



120年以上も前から大切に守られてきた森です。



かさとりやま

笠取山
くもとりやま

雲取山

　　　　　　　　右ページの　から　までの写真は全て、水道
のじゃ口から出る水が通る場所です。森から家に来るまでに通
る場所の写真を選んで、順番を考えて下の葉っぱの中に写真の
番号を書いてみましょう。森から家に来るまでに通る場所は七
つです。

じゅんばん

 た  ま がわ

多摩川

と　の



　　　　　　　Ｐ４とＰ５の森はどちらも水道
すいげんりん

水源林の写
真です。この二つの森には、たくさんのちがいがありま
す。ちがうところを

 み  つ  

見付けて書いてみましょう。森の中を
想ぞうして、写真に写っていないところのことも考え、で
きるだけたくさん書きましょう。

みずのふるさとの森
（水道水源林）について
学習できる映像です。
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見付けて書いてみましょう。森の中を
想ぞうして、写真に写っていないところのことも考え、で
きるだけたくさん書きましょう。



　東京都の水道水源林には、三つのタイプの森があります。どれも水をしっかりためることのできる健康
な森です。
　森を守るために、水道局では120年以上も前から森の手入れを続けてきました。木が自然に生えてきてい
るだけのように思える森にも、木の健康を守るためのいろいろな仕事があります。さて、どのような仕事があ
るのでしょうか？

すな



答えは１つとはかぎりません。

ささ

　いろいろな機械やけんび
鏡を使って水を調べ、安全な
じょうたいかどうかをチェック
します。検さは、ダムから各
家庭のじゃ口まで、いろいろ
な場所で行います。

　学校や家庭などで使われ
ている水の量をつねに見て、
どこでも同じ量の水が出るよ
うに各地いきに配る水の量
を調整しています。

　水道をより良くするため
に、それぞれのげん場をささ
える仕事をしています。東京
都でくらしている人たちから
意見を聞いて、これから水道
局がしなければいけない仕
事の計画も作ります。
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　山を歩いて、木が健康に育
っているかなど、森に関する
様々な調さを行っています。
そして森の健康を守るため
に必要な作業を決めていま
す。

　山くずれが起きそうな場所
などを調べて、さい害をふせ
ぐために必要な工事を決め
ます。山や森の管理に必要な
道路をつくる計画も作りま
す。

　必要な水をつねに浄水場
に送れるように、ダムから流
す水の量を調整します。安全
を守るためダムや貯水池を
かんしし、こわれた所を直す
仕事もしています。

　安全でおいしい水を学校
や家庭にとどけるため、浄水
場や給水所のしせつや機械、
水道管を調べています。こわ
れている場所を見付けたと
きは、直したり取りかえたり
します。
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　雨（水てき）が雲から落ちてきます。ところが、雨
がふり注ぐ二つの森は、ずいぶん様子がちがうよう
です。森のちがいは、水てきの旅をどう変えるので
しょうか！？

　二つの森での水てきの旅のち
がいをさがしてみましょう。

　雨（水てき）が川に流れ着くまでの間、森は
どのような働きをしていると思いますか？



こみ合った暗い森では、木の本数をへらすと、
健康な自然の森に変わっていきます。

木を植え、手入れを続けることで、
健康な森を育てます。

か

つづ

　木が育って森が暗くなったら、ふたたび人
が植えた木を切って本数をへらします。する
と残った木や新しく生えてきた木が健康に育
っていきます。　　

　森の中に太陽の光を入れたり、木をまっ

すぐに育てたりするために、木の健康を見

ながらえだを切って少なくします。この作

業をすると木が健康になり、病気になりに

くくなります。

　木が育って森が暗くなったら、ふたたび木を
切って本数をへらします。また、えだも少なくし
ていきます。すると残った木が健康に育ちます。

　こみ合った暗い森では、木やえだの本数をへ
らすと、空間ができて木がまっすぐ健康に育ち
ます。空いた場所には新しくなえ木を植え、太
陽の光をさえぎる周りの草などを切って、なえ
木を育てます。これらをくり返すと、森が健康
でいられます。
　また、切った木は木材として、いろいろな場
所で利用されています。

　なえ木に太陽の光が当たる
ように、成長のじゃまになる
草などをかります。この手入
れはなえ木が草よりも大きく
なるまでくり返します。

　もともとその場所に生えていた種

類の木が、自然に生えてきます。

　　　　　　　　　　弱ってしまった木を切り、本数をへらして、
木と木の間に太陽の光が入るようにします。

残した木の間に、新しいなえ木を植えます。

　木が十分に育ったら新
しい木を育てる場所を作
るために、木を切ります。
ただし、全ての木を切ら
ず、一部は残してさらに育
てます。

（Ａのカップ）。

（Ｂのカップ）。
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